
　令和２年度の水道整備事業としては、各地区の配水管の布設、中央第２地区（東小学校）に

緊急貯水槽を設置し、高丘浄水場管理棟の改築主体工事や錦多峰浄水場送水ポンプ・非常用設備の

更新工事等を実施しました。

　一方、下水道整備事業では、浸水対策として各地区の雨水管整備、ポンプ場においては幌内川中継

ポンプ場の受変電設備更新等、下水処理センターにおいては西町下水処理センターの次亜注入動力制

御盤更新等を行いました。

　水道事業・下水道事業とも、今後も引き続き効率的な財政運営を図りながら、安全で良質な水道水

の供給と、環境にやさしい水質保全に努力し、市民サービスの一層の向上に努めてまいります。

※１ 「損益勘定留保資金など」とは、現金支出を伴わない

　減価償却費などの企業内部に留保された資金

令和２年度 水道事業・下水道事業 決算のあらまし

長期前受金戻入
１５億９，３５４万円

工事負担金

６６７万円

長期前受金戻入

１億６，３４８万円

一般会計からの補助金

１，７７４万円

(収益的収支の状況)

水道事業

下水道事業

収入
３２億

３，８１５万円

収入
１１億

５，０７４万円

支出
２９億

４，９２４万円

支出
２５億

７，７７９万円

収入
５３億

５，１０９万円

収入
２０億

６，０６３万円

支出
４５億

９，３９６万円

支出
３８億

２，５０５万円

水道料金

２７億７，２１３万円

水道利用加入金など

２億８，４８０万円

企業債借入金
１０億４，２５０万円

道からの補助金など

１億１５７万円

損益勘定留保

資金などで補てん

（１４億２，７０５万円） ※１

施設の維持管理

給水費用など

１３億２，５１３万円 減価償却費など

１４億７４６万円

企業債借入金利息

２億１，６６５万円 施設新設及び

改良に要した費用

１２億５，１０２万円

水道メーターなどに

要した費用

３億７，４８５万円

企業債償還金

９億５，１９２万円

下水道使用料

２５億１，３１３万円

一般会計および

国からの補助金等

１１億５，９８９万円

し尿処理

負担金など

８，４５３万円

施設の

維持管理費など

１３億４，１４４万円

減価償却費など

２７億７，６１９万円

企業債借入金利息

４億７，６３３万円

企業債借入金

１３億３，０３０万円

国からの補助金

４億８，３９２万円

一般会計からの補助金

２億３，０５４万円

受益者負担金など

１，５８７万円

損益勘定留保

資金などで補てん

（１７億６，４４２万円） ※１

施設新設及び

改良に要した費用

１８億６，３５７万円

企業債償還金

１９億６，１４８万円

水道水をご家庭に送り届ける

ための経費とその財源です。

水道施設を整備するための

経費とその財源です。

(資本的収支の状況)

下水道施設の運転、維持管理等
に関する経費とその財源です。

(収益的収支の状況)

下水道施設を整備するための

経費とその財源です。

(資本的収支の状況)


